
私は海外に行ったことがなかったため、初めての経験に過度に緊張し、初日の集合場所まで

の移動中、何度も帰りたいと思いました。しかし、この７日間を通して、またマレーシアに行き

たい。自分の行ったことのない場所に行ってみたいと思うようになりました。 

マレーシアに行くまでの私は偏食家で日本でしか自分は生きていけないと思っていました。ま

た、充実した毎日なのにも関わらずいつも何かに文句をいうような人でした。 

マレーシアではトイレットペーパーが流せず、蚊やサルなどの動物には注意が必要と日本に

比べると不便な面が多くありました。そこで７日間過ごし、自分が普段過ごす環境がいかに恵

まれているかを再確認しました。トイレの水が流せること、例えば動物園などに行って自由に

動物と触れ合える環境があること。国同士を比較して実感をするのはなんとも皮肉ですが、

自分がいる環境がいかに恵まれているかを学ぶことができました。 

また、ＣＦＦでの子供たちとの食事や豚の「と殺」の見学を通して、与えられた食べ物には必ず

もともと命が宿っていたという事実があり、それを決して忘れてはいけないなと感じました。ＣＦ

Ｆの子供たちはみんな食べ物をきれいに食べ、食べ残しをする人は誰一人としていませんで

した。その様子や、みんなで食事前に食べ物に感謝する習慣や自分たちで食器を洗う姿を見

て、好き嫌いなんてせず、与えられたものに感謝しておいしくいただくことを意識しようと思い

ました。 

これらのことを意識するようになってから、自分の生活が少し変わったなと感じました。ものを

節約しようと思い、なぜか帰国日やその次の日は自分の部屋のクーラーをつけずに過ごしま

した。また、与えられたものは好き嫌いせずに残さず食べ、いただきますとごちそうさまの挨

拶に感謝や今まで感じてこなかった気持ちが入るようになりました。 

この研修旅行を通して、多文化を共有しリスペクトする大切さだけでなく、自分の生活に感謝

する姿勢をいつも忘れないということなど、自分の中に新しい価値観を得ることができました。 

本当に一生忘れない思い出です。ありがとうございました。 

 


